
注目されて来たものには違いないが，未だ匠充分開発さ

れないのは，その淡質の不艮が最も大きな原因の一つで

あろう。炭質さえ向上させれば，交通の不便は問題にな

らない。，故に本炭田の今後に残された大きな問題は選炭1

であるo本炭田の将来は・全くこれ9成吻か否かに掛つ

ていると云って「も過言ではない（23年1月稿）

　　　　　　＼

553．94：1550．834（謝）

o 北海道夕張市清水裸地震探鉱調査報告
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　　　　　　　要　　約
乳昭和23年7月初旬より10月下旬に亘る期聞においヤ

㌧
て
，
北

海道夕張市清水沢～沼ノ沢地域に於て地震探鉱を

実施した。

　地形の関係上延長約5km及び3k胆．の二測線・並び

に延長2kmの補助測線を選定し得たに過ぎないが，ぞ

の結果次の様な結論を得た。師ち

1・調査区域内に於ては全体として2・0～2・2km／sec，

　2．9km／see，3・5’一3・8kH1／secの三つの速度暦のある事・

　が分つた。

2．地質の暦序に之等を対比させれば2・0～2・2k・・≦／se・・

　厨，2・9km／see暦は幌内頁岩暦に，3・5～3・8km／sec

　暦は羊歯砂岩暦に対懸するものと考えら航る。

3．全体の構造（上層下層の境界面）は調に浅く南に深く

　なつている。走向は大体南北である。

4・、断鰍構造の存在を確認した・、、

　なお本調査により問題になつていた幌内頁岩暦と羊歯

砂岩暦との境界面に相当するものが得られた事は注目す

可きである。　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　1．鱈　言

　調海道石狩炭田夕張地区に於ては現在迄多年に亘つて

良質の石炭が採掘されて来たが，この地域に続く夕張市

内南方溝水沢～沼ノ沢地域の開発が問題になつて来たの

で，こめ地域の第四紀層下の地下構造（層序）を知る必要

に迫られ，こ扇こ今回の地震探鉱を実施する事になつた

のである。な率この調査は北海道炭鉱汽船株式会杜より’

の依頼に感じて行われた調査であつて，同肚地質調i査所”

長高尾彰李氏並びに祉員の方々より與えられた援助に対

し感謝の意を表する次第である。

　　　　　2。調査員及び調査類問

　調査は筆者の外，小尾中丸，平沢清，古谷重政により

叉測量は磯巳代治，桑形久夫により行われた。その他北1

海道炭鉱汽般株式会肚肚員及び夕張工業高等学校生徒等

30名の感援を得た。調査期問は昭和23年7月初旬より

同年10月下旬に至る百余日・間である。

　　　　　　3．．位置及び交通
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1，

　調査区域は現在採掘している夕張炭田の南方北海道夕

膿市清水沢から濯ノ沢にかけての平野地帯で・東西は山一

に鋏まれ2km，南北は夕張川をま．たがり5kmの範囲で

ある（第1図内見取図参照）。，本地域に至るには室蘭本線・

’追分駅より夕張線に乗替え。清水沢駅叉ば沼ノ沢駅にて

下車すれば，直ちに達することができる。

　　　　　4・地彫及び地質
　本調査区域の大部分は第四紀麿表土に蔽われているの

で・地表から地下の構造を直接知ることはできない。然

し隣接区域に於て既に判明している、地質図を見ると大体

数mの表士を除けば地表から深部に向狂暦序は幌内頁1
寄
岩 暦，羊歯砂岩暦，1夕張來炭冒と云う順序である。そし

　　　　　　　　　もて差当りとの幌内頁岩暦と羊歯砂岩暦との境界の構造を

出す事が石炭開発には必要である。ところでその境界を．

地質状態から想像すれば，東西断面では中央が深く両端

（東西）に浅く・叉南北断面では大体北年浅舛南に深いも

の～様であるgこれらめ構造はなお不明な点が多いσこ

の附近の地形は第1図にも見られる様に，東西の丘陵地

に比ざれば中央部が低‘シその弛帯には夕張川が南可駁に

．蛇行している。なお作成した爆発孔から到明した地質を

各爆発点毎に示ぜば，実の通りである（第2図省略）。’

第1測線第2爆禿点（ボーリング）1

誰表二3亀、13駕＿3．澄副3駕＿1糞m

粘土まじりの到玉石 幌内頁岩暦

　　’第聾測線第1爆発点（ボーソング）

繧一、．翻真．鑑二3細乱一鐘m

！／

　ウ

．禽ll

稀1

粘土まじり列魂石 幌内頁岩暦

　　　　　’5、地震探鑛各論
一玉）調査目的

上に述べ準様に，隣接区域においては大体の地下構造

は判朗して、・るカ㍉ 1表土に蔽われた調査地域の地下構造

は棚で・興醐耕る疏分瞭料力§ない・石灘夕
張來炭層中に含まれているが，羊歯砂岩暦から夕張灰炭』

．暦迄の厚さは周囲の地質構造から大体推i定できるので，』

幌内頁岩層と羊歯砂岩暦との境界の構造を知れぼ結局來

炭暦の状態をも準論し徳られる蘭係上，その境界面の駄、

態蜘ること峨甲醗上極めて重要鱗る・欄査1ゴ
かyる観廊より実施された璽である。’

一2）　測線・測恵及び爆護点一

講さてこの幌内頁岩暦と羊歯砂岩暦とあ境界面の走向

は1略々南北をとると考えられるので，測線としでは東

西方向のものを多く選定しようとしたが，先程も述べた
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第ユ暉．北濾道夕張市溝水澤地魅探査測線麹置圖

様に地形の特異性の爲，南北方向と北東～南西方向とに

それぞれ一本づつの測線を設定するよりほかには方法が

なかつた。しかしこれだけではなお不充分と患われたの

で，第III，第IV，第Vの様な短い測線を選び，遠い

，ところに爆発点をおいて潔部を通つて来た波の初動の到

達状況を観測した。ヒの方法は一種の扇形法である。先
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ず第1測線か磯明すれば・，これは第1図朔ら興様

に清水沢市街地の東方約500mの地点から始まり，沼ノ

沢1の川中（夕張川）に終る総延長約5kmの測線であつ

て，爆発点は清水沢橋畔及び測線南端に各1点を置き，

測線上100m毎（所により2Q，30，50mの所もあるンに

総計49箇所の受振点を配置した。第2測線は第1測線

の北端より350血南方の爆発点1’礁始まり，西南方向に

向い夕卿伎流熊ノ沢に終る総延長3・5kmの測線も「

両端に各1点づつの爆発点を設け測線上100m毎（20，

麹

￥

o①q
⊆QC＼1

9

30，50mの所もあるうに，総計26箇所の受振点を配置
’
し
た
。

な：お各測線の高距を第2図A・撃に示したo叉扇

形法を慮用した受振点嫡15点である・次に爆発孔は器

械撫り及び手掘り宅作皮したが，器械はロータリP式及

び～｛綾ツシヨ拭砺る藤発勲位置1蟷II・T・・．

豆’等で示しだ（第1図）。
　「

　　　　　　　　　3。測　　量

　先づ建設省地理調査所の同地区の五万分の一地形図よ「

り三等三角点2点を選んで基準とし，それらの点と臨時
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ダ

芒に設けた基準測点3点　　職

とを用いて爆発点を決　　　20

、完した。次に爆発点と

1爆発点との間に受振点

をとり，それらが一直

線上に乗る様に見透し

・乍ら，測量してその位

．置をきめた。爆発点と

・受振点または受振点と　　10

受振、点との間隔は，聞・　、

二縄により測量し，一それ・

　　　　　　　りちの位置には杭を立て

　玉目印とした。

　　4．観　　測

　本区域に於いては屈

・折法を用いて調査し　　“5

　た。爆藥は新桐印ダイ　　餌

pナマイトを使用し，こ・。

tれに6号電気雷管を挿　　03

．入して作り、，これを爆　　硬2」

　発点に埋めて爆発を
　行つた。毎回の爆発に　　q1

　使用した藥量は，最小
　　　　　　　　　　　葺
・0．5kg最大約95kgで　　皿

　是等の量は爆発点より

　観測点に至る距離の大

’小によつて随轍匙ノ。1ゼ
た。灘を観謝るに深2・・L

　　　　　　　　　　　i　あたり波江野式電気地　度300r

謝を使用した．魏鉱
　震計は受振器6個，、塘　　　硯

・幅器6個及び記録器／
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第4圖　夕張市清水澤地魑探毒第2測線走時曲線及び解析圖

・組よりなり，σ点の同時観測を実施した。そして同一受

娠点に於て1，II等の各爆発点からの地動を相継いで観
　　　　　　　　を一測し，企測線に亘り往復測定を行つた。

　、　　　　　　　5．結果及び推譲

　総計33回の観測を行い，90点に於て観測を実施した

・結果，33枚の（アイルム）記録を得た。これらの記録から

読取つた屈折波初動走時について解析を行つた。これら

について以下に述べぷ50

　先ず屈折波の走時を読取り，第1表としたが，この表

には爆発点愛振点聞の距離及び藥量を併せて記した。こ

うして読取つた走蒔を受振距離に対して各測線毎に図示

した走蒔曲線ま，第3図及び第4図である。図面上段の

縦軸は走時をv…秒軍位・横軸は聲振距離奪メートル軍

位で示した。走時曲線を解析するに当つて先ず地下に李

　　　　　　　　　“　　　P

行な暦の存在を仮定し走時曲線の折れ曲る距離や見掛速

度の組合せから求めた速度などを使用して，各暦の大略

の厚さを求めた。爽に仮定の構造から求められる走時と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／実際の観測走時との差を用いて，地下の凹凸の大略を決

めた。此の際第‡近似として求めらわる凹凸の量∠Zは

　　VI　Vo4Z＝　、．＿＿蹴なる関係式から決定できる。此の
　　」／V－2－Vo2

様にして大略の地下構造㊧作成した後・家に第2近似値

として図式解法によつて，こ．うし歪出した地下構造に相　．

当する走時を計算し，これと始めの走時曲線とを比べ，』

その差が逐次小となるように地下構造を修正して行くや

り方をとり，最後にそゐ差が零に近くなつた場合の培下．

構造を，眞のものと推定した。　　　　　　　　　　・

　此の様にして計算した地下構造と地震波速度の分布と，

の関係を第3図，第4図の下段に示したoその結果此の地
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．域では2．o～2．2km／蓉6c，2・9km／seo及び3・5～’3・8km

．／βeoの速度をもつた地暦の存在が明らかになつた。

　、次に各測線り地下構造の推定結果について説明を試み

よーう。第1測線の方向は略々南北をとつているが，北部

’では2．Okmlseo、め遽度暦を欠いており，2．9km／sgc層

が地表近く迄現れてい．る。2・O　km／seo暦は図から分る

』様にレンズ状をなしで2．9km／8ec層の上に覆いかぶさ
一
つ
て
お り，、その厚さは大体150魚程度である・叉3・5

董m／se・暦上面はA附近で最も浅く突出しているものの

ようで，Aより北方にて竜深くなる傾向があるし，B附

近より南に向つて急に深くなつている様である。

　第2測線についても略々同様な結果が得られている。

第1測線と第11測線とで共通な事は，最上履の存在範囲

と最下暦が急に藻くなる部分とが略々同じ場所にあるご

とであつて，地質構邉を考える場合，何らか有力な手掛

となるのではないかと思われる6また第1測線第II測線

に於て1割程度の速度の差がみられるが，之は地質酌に、

何ら：かの意昧があるのかも知れない。　、

　次にこの地域一体の大体の地下構造を推定する目的

で，先程も述べた様に東西方向の第III，江V，V測線を
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第・5圖　　清水澤地瞳探鑛扇形法走時曲纏圖　（第III，IV，V測線）

っぐり，南の方向に遠く・は㌃れたP点及びQ点で爆発を

行い，記録を取つたこの全体あ走時を第5図に示したQこ

のガ法は所謂扇形法の原理に基ずくものであるが，今も

、述べた様に計算で出した地下構造が・そう簡軍でない爲

と亦本来の測線が第1，第虹の2本の測線のみの爲，始

めに期待した程の結果は得られなかつたが，この結果か、
曳

ら云えるζとは，最も遅い速度暦が西側では厚く（第51

図K，K’部参照）北方迄のびて居り，東側程薄く（第5図

，私L’部参照）なつている様である。（Mは略々中央故平

均走時曲線に乗る）なお充分測線を選定して考究したか

つたが，・地形七極めて困難な場所の爲，思うよ5な測線

を取り得なかつたことがいかんであつた。

　なおこれ等速度暦を仮に地質の暦序と対懸させれば，

・2．0～2．2km／seG，2．’km／sec厨は幌内頁岩暦に，3・5～

3・8km／se・層ば羊歯砂岩暦5～は之を含む若鍋暦に相当・す

るのではないかと思われる。この様に考えると，幌内暦

にも二：つの速度のある事が想像される。，速い方のはある

いは礫を多く含んだ地暦のものであるかも知れないσ、ま

た3．5～3，8k血ノsecを羊歯砂岩暦に相当すると想像した

のは，羊歯砂岩暦は他の暦に比べて非常に硬く波¢）速度

　が速いと考えられたからである。

　　　　　　　P6．結　講．
　域上述べた様に今回の地震探鉱（屈折法）を実施した結

　果，次の檬な事実を明らかにする事が出来た。　’

　1．調査区域内に於ては全体として2・0’一2・2kπ1／sec，

　　2．9km／seG，3．5～3．8km／secの三つの速度暦のある事・

　　が分つた。

　　　　し・　2・　地質の暦序に之等を対比させれば2．o～2．2km／seo

　厨，2．9k亀’se・暦は幌内頁岩暦に，3・5’一3．8km／se。1

　　暦は羊歯砂岩暦に対感するものと考えられる。

　3．全体め構造（上層下層の界面）ほ北に浅く南に深ぐな

　　つて居る。走向は大体南北である。’

　4．．C部に構造の不連続があり1これが大きな断暦に揖

　　当するものと考えられる6

　　本調査により，問題になつていた幌内頁岩暦と羊歯砂

　岩麿との境界に相当するものが得られた事は，注目すべ

．きであるQ本調査によつて偲られた地下構造と今後行わ

　れるであらう所の探鉱試錐り結果とを綜合的に考究し

　て，将来の炭田開発計画を立てられる事を希望するo

一（昭和23年釦月）、
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